かくしゃ 

学者の ァ ラム ハラ ドは ある 年 十 一 人の子 を 教えて お 

リ ました。 

みんな 立派な うちの 子どもら ばかりでした。 

さいばんかん のうしょう 

王 さまの すぐ 下の 裁判官の 子 も ありまし たし 農 商 

の 大臣の 子も& ました。 また 毎年 じぶんの 土地から 十 

こく こうゆ と ちょうじゃ 

石の 香油 さえ 穫る 長者 のい ちばん 目の 子 も 居た ので 

けれども 学者の ァ ラム ハ ラドは 小さな セラ ラバ アド 

と いう 子が すきでした。 この 子が 何 か 答える とき は 学 

ひじょう こお 

者の ァ ラム ハラ ドは どこか 非常に 遠くの 方の 凍った よ 

しず あおぐろ かん 

うに 寂 かな 蒼 黒い 空 を 感ずる のでした。 それでも ァラ 



むち ささ 

は 長い 鞭 を もち 左手に は 本 を 支えながら ゆっくりと 教 

えて 行く のでした。 

ちょうど 

そして 空気の しめりの 丁度い い 日 また むずかしい 

あんしょう つぎ 

諳誦 で ひどく つかれた 次の 日な ど はよ くァ ラム ハラ 

ドは みんな を つれて 山へ 行きました。 

けっきょく がくしゃ 

このお はなし は 結局 学者の ァ ラム ハラ ドが ある 日 

自分の 塾 で また ある 日 山の 雨の 中で ちら つ と 感じた 

ふ し ぎ きもの 

不思議な 着物に つ い てであります。 

1 



もの、 照らそう とする もの 軽い もの 縢ろうと する もの 

それ を焰と 呼ぶ の だから 仕方ない。 

それから また みんな は 水 をよ く 知っている。 水 も 

やっぱり 火の ように ちゃんと きまった 性質が ある。 そ 

もの 

れは物 を つめたく する。 どんな もので も 水に あって は 

つめたくなる。 からだ を あつい 湯で ふいても 却って あ 

つぼ そとがわ 

とで はすず しくなる。 夏に 銅の 壺に水 を 入れ 壷の 外側 

力た 

を 水で ぬらした きれで 固く つ つんで おくならば きっと 

それ は 冷える の だ。 なんべんも きれ をと りかえ ると し 

まいに はまる で^-のように さえなる。 このように 水 

は 物 を つめたく する。 また 水 はもの を しめらす の だ。 



ている。 このように 小さな 鳥 はよ く 飛び またよ く啼く 

もの だ。 それ はたべ 物 をと つてし まっても 啼 くの を や 

めない。 また やすまない。 どうして 疲れない かと 思う 

ほどよく 飛び またよ く啼 くもの だ。 

そんなら なぜ 鳥は啼 くの かまた 飛ぶ のか。 おまえた 

ちに はわ かるだろう。 鳥 はみ な 飛ばずに いられないで 

飛び 啼 かずに &られ ないで 啼く。 それ は 生れつき なの 

だ。 

こ かわ て のぼ 

さて 斯う 云う ふうに 火 は あつく、 乾かし、 照らし 騰 

る、 水 はつめ たく、 しめらせ、 下る、 鳥 は 飛び、 また 

けもの 

なく。 魚に ついて 獣に ついて おまえた ち はもう みん 



した。 

もの 

「そうだ。 おまえに は 歩く ことよりも 物 を 言う ことよ 

り ももつ としないで いられない ことがあった。 よく そ 

れ がわかった。 それでこそ 私の 弟子な の だ。 お前のお 

父さん は 七 年 前の 不作のと き 祭壇に 上 つ て 九日 ft りつ 

いのち 

づ けられた。 お前のお 父さん は みんなの ために は 命 

も 惜しくなかった の だ。 ほかの 人た ち はどう だ。 ブラ 

ンダ。 言つ て ごらん ご 

ブ ランダと 呼ばれた 子 はすば やく きちんとな つ て 答 

えました。 

「人が 歩く ことよりも 言う ことより もも つ としな い で 



「人 はほんと うのい いこと が 何だか を 考えな いでいら 

れな いと 思います ご 

ァ ラム ハラ ド はちよ つと 眼 をつ ぶりました。 眼 をつ 

リ -V 

ぶ つ たくら やみの 中で は そこら 中ぼう つ と 燐の 火の よ 

うに 青く 見え、 ずう つ と 遠くが 大へ ん 青くて 明るくて 

は りっぱき 

そこに 黄金の 葉 を もった 立派な 樹がぞ ろつ とならんで 

こずえ 

さんさん さんと 梢 を 鳴ら している ように 思った ので 

こども 

す。 ァ ラム ハラ ドは眼 を ひらきました。 子供ら が じつ 

とァ ラム ハラ ドを 見上げて いました。 ァ ラム ハラ ドは 

言いました。 

もと しんり 

「うん。 そうだ。 人 はまこと を 求める。 真理 を 求める 



ほんとうの 道 を 求める の だ。 人が 道 を 求めな いでいら 

れな いこと はちょう ど 鳥の 飛ばないで いられな いとお 

んな じだ。 おまえた ち はよ くお ぼえなければ いけない _ 

ぜん あい 

人 は 善 を 愛し 道 を 求めないで いられない。 それが 人の 

性質 だ。 これ をお まえた ち は 堅く おぼえて あとで も 決 

して 忘れて はいけ ない。 おまえた ち は みなこれ から 人 

生と いう 非常な けわし い みちを あるかなければ ならな 

パミ— ル こおり しんど なが る さ 

い。 たとえば それ は 葱嶺の 氷 や 辛 度の 流れ や 流沙の 

火 やで いっぱいな ような もの だ。 その どこ を 通る とき 

も 決して 今の 二つ を 忘れて はいけ ない。 それ はお まえ 

たち を まもる。 それ はいつ もお まえた ち を 教える。 決 



ヴ ェ ー ッ サン タラ 大王の はなし を 知つ ている だろう。 

だん ばらみ つ ぎょう 

ヴ ェ— ッ サン タラ 大王 は檀 波羅蜜の 行 と 云 つ て ほし 

ほうせき きもの 

いと 云われる もの は 何でも やった。 宝石で も 着物で も 

喰べ 物で も そのほか 家で も けらいでも 何でも みんな 乞 

ほどこ 

われる ままに 施された。 そしてお しまいと うとう 国 

の 宝の 白い 象 を もお 与えな された の だ。 けらい や 

じんみん こら ほろ 

人民 は はじめは 堪えて いた けれども ついに は 国 も 亡び 

そうにな つたので 大王 を 山へ 追い 申した の だ。 大王 は 

き さ き 

ぉ妃と 王子 王女と ただ 四 人で 山へ 行かれた。 大きな 

き み 

林に はい つ たと き 王子た ち は 林の 中の 高い 樹の実 を 見 

て ああ ほしいな あと^われ たの だ。 そのと き 大王の 徳 
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